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β-carotene-5,6,5′,8′-diepoxide や β-carotene-5,8-epoxide のようなサツマイモに特異的
なカロテノイドが含まれることがわかった。次に私は、これら2品種からカロテノイ
ド生合成遺伝子の単離を試みた。具体的には、lycopene β-cyclase と lycopene ε-cyclase
をコードすると思われる2種類の環化酵素遺伝子配列を、RT-PCRと RACE によって
単離することを試みた。その結果、WS と W71からそれぞれ、2つ及び3つの lycopene 
β-cyclase 遺伝子配列が単離されたので、IbLCYb1, IbLCYb2遺伝子（WS 由来）及び




Pantoea ananatis crtE, crtB, crtI を含む）を持つ大腸菌に導入し、組換え大腸菌が作る
色素を HPLLC-PDAにより分析した。その結果、IbLCYb1-4遺伝子を含む大腸菌から
は β-caroteneが検出されたので、これらの遺伝子は lycopene β-cyclase 遺伝子であると
同定された。なお、IbLCYb5遺伝子は機能しないことがわかった。一方、IbLCYe 遺
伝子を lycopene合成用プラスミド pACCRT-EIB を持つ大腸菌に導入したところ、一
方のみが ε-環になった δ-carotene が生成されたので、IbLCYe 遺伝子は lycopene 
ε-(mono) cyclase をコードすると同定された。また、IbLCYb1または IbLCYb2 及び
IbLCYe 遺伝子の2つを大腸菌内で同時に働かせると、α-carotene が生成することがわ
かった。さらに、得られたサツマイモ由来 β-cyclase （IbLCYb1）及び ε-cyclase（IbLCYe）
遺伝子について、葉や塊根における発現解析を行った。その結果、両遺伝子は葉で
は強く発現していたが、塊根では IbLCYe遺伝子の発現レベルは低く抑えられていた。
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（IbLCYb 及び IbLCYe）の単離と機能の同定である（M. Zubair Khan et al, Z. Naturforsch. C, 







-5’,8’-エポキシド等）が生成していることを見出した（T. Maoka, M. Otani, M. Zubair Khan et al, 
Tetrahedron Lett., 57: 4746-4748, 2016）。 
当研究室は、これらの研究成果により、サツマイモのカロテノイド生合成・代謝工学研究
で世界のトップレベルに立つことができた。このことは、Zubair氏の高い研究能力と勤勉性
を表している。 
よって、本論文は博士（生物資源環境学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、平成２９年２月２１日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
